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【ＵＲの説明内容を踏まえた 

今後の再整備地区のスケジュール（予定）】 

・令和８年以降   ：旧高七小等の解体工事 

・令和１１年以降 ：ＵＲ棟の着工 

・令和１５年以降 ：ＵＲ棟の完成 

高島平健康福祉センターの移転 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
新たなモビリティの導入に向けた実証実験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

UR 都市機構による計画概要説明会等の開催 

 

ＵＲ都市機構が、ＵＲ高島平団地の団地再生事業を進めるにあたり、移転対象となる居住者等に対して、

事業の進め方や今後のスケジュール等の説明を行うため、令和７年８月２５日（月）から９月５日（金）にかけ

て、計画概要説明会及び個別相談会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の主な 32街区・ウェルフェア機能 
❶在宅医療センター 

❷高島平ココからステーション 
❸生活支援アドバイザー 
❹クリニック・耳鼻咽喉科・調剤薬局・ 

接骨院 
❺居宅介護支援事業・訪問介護サービス・ 

整体・マッサージ 

❻高島平みんなの農園 
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再整備地区の既存施設の解体工事にあたり、  

現在の高島平健康福祉センターは移転となります。 

移転先となるＵＲ高島平団地二丁目 32 街区は、

ウェルフェア（健康福祉）が集積する場所であること

から、施設が移転することにより、ウェルフェア機能

のさらなる充実をめざします。 

・移転時期：令和８年度末（予定） 

・移 転 先：ＵＲ高島平団地二丁目３２街区内 

※移転先の詳細は右図のとおり 
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高島平健康福祉センター移転先 

説明内容の概要（団地再生事業の事業計画） 

UR 高島平団地は大規模団地のため、長い時間をかけて段階的に建替えや高経年化への対応を進めて

いく必要があります。その第一歩として、区のまちづくりの方針や地域全体への波及効果を見据えて、３

つの区域に区分して団地再生事業を進めていくことになります。 

・事 業 区 域：団地再生事業を実施する区域（二丁目３３街区） 

・将来検討区域：事業区域の進捗を踏まえて、将来的な団地再生を検討する区域 

（二丁目２９・３０・３２街区及び三丁目 10-１号棟）  

・継続管理区域：高経年化への対応を行いながら、継続して管理する区域（二丁目２６・２７・２８街区） 

図：団地再生事業計画図  出典：UR都市機構 

高島平駅 

再整備地区（旧高島第七小学校跡地等） 

新高島平駅 

赤塚公園 

説明会の様子（UR都市機構提供） 

高島平駅 

①駅前コース     ②３３街区商店街コース 

③西台方面コース  ④26街区コース 

① 

② 
③ 

④ 

二丁目 32街区（拡大図） 

 令和７年９月２９日(月)にＵＲ高島平団地において、新た

なモビリティの導入に向けた実証実験が行われました。 

この取組は、大東文化大学・トヨタモビリティ東京・ＵＲ

都市機構・板橋区の連携により、「高島平に夢のある未来

を描く」産学公連携プロジェクトの一環として行われたも

のです。 

 当日は３３名の方が参加し、４種類のモビリティの中から

好きなものを選び、スタート地点（高島平2-26-3号棟前

広場）から、①～④のいずれかのコースを使って試乗体験

を行いました。 

 また試乗後は、大東文化大学の学生が新たなモビリティ

の導入に関するアンケートを行いました。 

トヨタ自動車 
Ｃ＋Walk S 

（座り乗り） 

トヨタ自動車 
Ｃ＋Walk T 

（立ち乗り） 

WHILL Model C2 WHILL Model R 

トヨタ自動車 e-Palette 

※展示のみ 
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まちづくりの機運醸成に向けた取組 
 

 

 

 

高島第七小学校グランド 
フィナーレプロジェクト 棟下式（むねおろしき）第 2 弾を開催しました！ 第８回 ＃平暮らしキャラバンを開催しました！ 

棟下式第３弾を開催します！ 
・日時:令和 7年 10月 26日(日)  

・場所:旧高島第七小学校 

【内容】 

・校内見学会 

・卒業生企画～デジタルスタンプラリー～ 

・高島平を面白がる会 これからの高島平編 

・アップサイクルプロジェクト 

棟下式動画リンク 
https://www.youtube.com/watch?v=4qxfOCE23Ck 

令和 7年７月 5日（土）、旧高島第七小学校にて、感謝と

惜別の思いを伝える「棟下式」第二弾を開催し、約 200 名

の方が参加しました。 

板橋区では、今後解体が予定されている旧高島第七小

学校の卒業生や学校を利用していた方々など、思い入れの

ある人たちと共にお別れする会を1年間かけて実施してい

ます。 

板橋区と UR都市機構は、協働でまちづくりの機運醸成に向けた様々な取組を進めています。 

その取組の１つである♯平暮らしキャラバンでは、高島平緑地や高島平団地・都立赤塚公園など

特徴的な屋外空間を舞台に、高島平の魅力の再発見や新たな価値の創造を目的として、地域の皆

さまと共に、様々なコンテンツを実施してきました。 

第２弾となる今回は、玄関ピロティを開放し、キッ

チンカーの飲食とともに思い出話を楽しむ「夕涼み

同窓会」を行いました。 

また、学校の廃材や不要物の活用をみんなで考え

る「アップサイクルプロジェクト」では、学校の手すり

を参加者の皆さんと外す「手摺下式（てすりおろし

き）」を行い、手すりの活用方法についてディスカッ

ションを行いました。 

その他にも第１弾に引き続き、懐かしの校内を見

学できる「校内見学会」を実施しました。 

当日の様子を２分間にまとめ

た動画も公開しておりますので、

ぜひご覧ください。 

  第８回となる今回は、大人気のランニングバイ

クレース「高島平カップ」のほか、ケージボールや

野あそびキャラバン、ちゃいるどまーけっとなど

の新規コンテンツを沢山ご用意しました。当日は

お子さんから大人の方まで、多くの方に楽しんで

いただきました。 

・ 開催日時：令和７年９月 27日(土)９時～16時 

・ 開催場所：旧高島第七小学校 

・ 参加者数：約 1,700名 

【スケジュール（予定）】 第４回  令和７年１２月頃 

第５回  令和８年３月１４日（土） グランドフィナーレ  


